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太
刀

た

ち

（伝

平
た
い
ら
の

教
溢

の
り
み
つ

奉
納

ほ
う
の
う 

井
原
八
幡
神
社
） 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定  

江
戸
時
代
末
に
書
か
れ
た
「
備
後
古
跡
志
」
に
世
羅
町
小
谷
に
伝
わ
る

平
家
伝
説
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寿
永
四
年
・
元
暦
二
年

（
一
一
八
五
）
年
の
屋
島
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
の
武
将
、
刑
部

ぎ
ょ
う
ぶ

卿
き
ょ
う

平 

教

溢
が
六
人
の
家
臣
と
と
も
に
現
在
の
兵
庫
県
の
室
津
に
流
れ
着
き
、
そ
こ 

か
ら
陸
路
備
後
国
に
入
り
、
平
家
領
で
あ
っ
た
大
田 

庄
の
一
角
で
あ
る
小
谷
に
逃
れ
て
来
た
と
い
う
も 

の
で
す
。 

こ
の
太
刀
が
納
め
ら
れ
て
い
る
井
原
神
社
の
記 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

録
に
は
「
野 の

太
刀

だ

ち

］
と
し
て
、 

前
述
の
平 

教
溢
が 

小
谷
村
へ
着
い
た
年
に
奉
納
し
た
と
伝
え
て
い
ま 

す
。 

錆 さ

び

身 み

の
た
め
地
刃
の
状
態
は
不
明
で
す
が
、
刃
渡 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

り
94
㎝
、
全
長

139.5
㎝
。
刃
渡
り
三
尺
（
約
93
㎝
） 

を
越
す
太
刀
と
し
て
町
内
唯
一
の
も
の
で
す
。
太
刀 

は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
初
め
の
こ
ろ
と 

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
属
の
拵

こ
し
ら
え

で
あ
る 

黒
塗
り
刀

か
た
な

鞘 ざ

や

は
後
世
の
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
が
、 

鞘
を
新
調
し
な
が
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が 

わ
か
り
ま
す
。 
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装
飾

そ
う
し
ょ
く

須
恵
器

す

え

き 

（
神
岡

か
ん
の
お
か

第
四
号
古
墳
出
土
）  

昭
和
55
年
６
月
16
日
指
定  

こ
の
須
恵
器
は
，
高
さ
約
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、 

重
永
の
神
岡
古
墳

か
ら
他
の
須
恵
器
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
す
。 

壺
な
ど
の
肩
や
突
帯
に
、
動
物
、
人
物
、
小
さ
な
器
な
ど
を
付
け
る
と

い
っ
た
装
飾
を
持
つ
須
恵
器
の
こ
と
を
装
飾
須
恵
器
と
呼
び
ま
す
が
、
広

島
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
芦
田
川
流
域
や
、
江
の
川
支
流
の
馬
洗
川
水
系

に
沿
っ
て
、
世
羅
台
地
を
中
心
に
出
土
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
資
料
は
台
付
き
の
須
恵
器
で
、
こ
の
古
墳
か
ら
は
他
に
装
飾
高
坏

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
装
飾
須
恵
器
は
神
岡
第
四
号
古
墳
以
外
に

も
町
内
の
数
ヵ
所
（
東
神
崎
・
重
永
・
賀
茂
）
か
ら
破
片
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 


